
【事業計画】
全体事業費： 約22億円
事業期間 ： 平成22年度～令和10年度（予定）
全体延長 ： 400ｍ
幅員構成 ： 18ｍ

（4.5+1.25+3.25×2+1.25+4.5）
【事業効果】

・沼津市の中心市街地と国道１３６号との
アクセス向上による周辺道路の渋滞緩和

・震災時の静岡医療センターへの経路確保

【進捗状況】
（３工区）
平成11年度～21年度 L＝385ｍ整備完了

（４工区）
平成22年6月 都市計画事業認可 取得

（～令和11年3月）
令和6年度末進捗率

用地取得率 100％（面積ベース）

【令和7年度事業内容】
事 業 費(予定) ： 138百万円

(補助34、県単104)
事業内容 ： 電線共同溝工事、引込管工事

【今後の予定】
・令和７年度以降も、引き続き道路拡幅工事及び
電線共同溝工事を進めます。

完成区間写真

【事業の概要】
本路線は、沼津市西間門から沼津市中心市街地､清水町を経由

し､三島市新谷の国道136号を結ぶ幹線道路として都市計画決定さ
れています。

沿線には､沼津市役所、地域医療施設の中心である静岡医療セン
ター、柿田川、清水町役場、流通の中心である沼津卸団地があり
ます。

沼津市内の整備は完了しており、また、平成７年度に香貫大橋
が供用開始されたため、清水町内の未整備区間に広域的な交通が
流入､ 交通量が飛躍的に増大した結果、慢性的な渋滞を引き起こ
すとともに歩行者の安全を脅かしています。

このため、円滑な交通と自転車・歩行者の安全確保、震災時の
医療機関への経路確保を目的に、道路の拡幅、自転車歩行者道の
整備および電線類の地中化を行っています。

【事業名】

(都)西間門新谷線(4工区) 都市計画街路事業(街路･補助･無電中化) 清水町柿田 地内

施工箇所
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